	結婚式場業


結婚式場の市場は長期的に縮小傾向にあるが、事業所数は増えており、業界内の競争は激しくなっている。このような中で、多様化する顧客の要望をいち早く掴み、従来の客層に加え新たな客層を取り込むことができた事業者は売上が堅調に推移している。近年、結婚式場サイトや雑誌等で多くの情報が飛び交い、SNS等の情報の影響が大きい環境下で式場探しをするカップルの心を掴むため、新規施設の建築や宴会場のリニューアルといった設備投資の重要性は高まっており、自社の特徴を出すために積極的に設備投資をする事業者が見られた。雇用面では、採用数は一定あるものの、定着率と優秀な人材の不足が課題となっている。
業界の概要

結婚式場業は、主として挙式、披露宴の挙行など婚礼のための施設・サービスを提供する事業所を指す。事業形態は、ホテル・旅館、結婚式場（主業）、共済・基金等の施設、地方公共団体からの管理運営委託施設、ハウスウエディングなどからなる。披露宴の実施会場別のシェアでは、大阪で平成24年に31.0％と躍進していたハウスウエディングが29年には25.6％とシェアの頭打ち感がある。（株式会社リクルート『ゼクシィ関西結婚トレンド調査 各年度版』）（表１）。

近年、スマ婚・ゼロ婚 と呼ばれる、格安結婚式サービスを提供する新たな形態の事業者が躍進している。当事業者は、複数の結婚式場やパーティー施設と契約しプロデュースサービスを展開している。自らは施設を保有せず、ドレスや引き出物などの専属指定業者を抱えることも無く、また、提携事業者間で価格競争が行われることにより、より安価での商品提供が可能となるという。
大阪の地位

26年における大阪府内の結婚式場は83事業所、従業者数は2,883人で、全国に占める割合は、それぞれ5.3％、5.4％である。24年との比較では、大阪の事業所数は2.5％増、従業者数は0.03％増である（表２）。全国の事業所数は11.3％増、従業者数は5.2％増であるため、大阪の全国シェアは、それぞれ0.5ポイント減、0.3ポイント減となっている。都道府県別では事業所数、従業者数ともに、東京、愛知に次ぐ３位である。法制度や国家資格が不要である等の参入障壁の低さから結婚式場数は年々増えており、業界内の競争はより激化している。
需要は減少傾向にあるが、堅調な事業者も見られる
挙式・披露宴の需要は長期的には減少している。全国の28年の売上高は2,298億円、取扱件数は84,755件で、27年よりそれぞれ5.0％減、4.3％減である。厚生労働省の人口動態統計によると28年の婚姻数は全国620,531組、大阪府46,186組であり25年よりそれぞれ6.1％減、5.0％減である。足元では29年の売上高、取扱件数は前年に比べ減少傾向にある（表３）。
このように市場規模が減少傾向にある中、各企業の景況感はまちまちである。需要獲得が困難になり撤退する事業者が見られる一方で、積極的に需要獲得に動き、売上を伸長している事業者も見られた。例えば、ホテルでは、需要を積極的に獲得し、ホテルブライダル売上高部門の10位以内に大阪府内のホテルが３事業所入るなど、来館者数の増加と成約率の増加に繋げている事業者が一部見られた。（株式会社オータパブリケイションズ『週刊ホテルレストラン第54巻第47号』）。その取組み例としては、これまでの格式の高さから親しみやすいイメージへとホームページを変更する例、多様な会場を持つホテルの強みを幅広いニーズに対応できることを改めて発信する例などで、格式の高さを求める従来の層だけでなくゲストハウス層やレストランウエディング層を取り込むことに成功し売上を伸長している。また、神社と提携し、和装ウエディングを求める新規顧客層の開拓に成功し売上を伸長した事業者がある。　　　

老舗結婚式場では、日本庭園や神殿など他にはない古き良き本物の良さをアピールして売上高増加に繋げた事業者がある。
受注価格は二極化の傾向
挙式・披露宴の１件あたりの平均価格は、全国が355万円、大阪が324万円で横ばい傾向にある。（株式会社リクルート『ゼクシィ関西結婚トレンド調査 2017年度版』）（表４）。実体としては、価格層は２層に分かれており、平均価格での受注というよりは、高い価格設定でもよいからこだわりの式を挙げたい顧客と、写真や食事だけといった低価格帯を希望する顧客のどちらかに分かれる傾向にある。最近は、晩婚化の影響で資金に余裕があるカップルが増え、高い価格設定の式に興味を持つ顧客が増えており、招待客数が減少する中、平均価格の横ばいを維持継続できる一因となっている。

また、高価格帯の式を提案する事業者では、結婚式プランの見直しを図り、多種多様であったプランを分かりやすく少数に絞りその中でこだわった内容を付加できるように提案して需要を獲得し、売上を伸長した業者も見られた。
設備投資は、一部で柔軟な動き

結婚式場の設備投資は、式場や宴会場のリニューアルが主な内容となる。競争が激化する中、業界で生き残るため、自社の特徴を出すための設備投資の重要性が高まっている。ホテルでは、近年人気の高い和装ウエディング需要に対応するため、宴会場などをリニューアルしたり、老舗結婚式場では神殿を新しくしたりするなど、業績の良い事業者は、積極的に設備投資をしてトレンドに柔軟に対応する動きが見られた。
一方、新規参入業者は、投資コストを抑えて市場に参入する傾向がある。例えば、従来のような庭付きの邸宅式を一から整備するのではなく、ビル内の一室を改装したり古い施設を買い取って参入するケースが見られた。
人材面では、定着率と優秀な人材の不足が課題
各業界で人材不足が広がる中、ブライダル業界でも同様の傾向が見られる。ブライダル業界での人材は主にウエディングプランナー、料理人、サービススタッフからなる。

ウエディングプランナーは、女性に人気の高い職業で、採用に対する応募者数は多いが、業態特性として、平日の夜や土日に仕事が入り、また、思うように休みがとりにくい傾向があることなどから、定着率が低いという。そのため、定休日を設けるなど、働きやすさを重視して具体的な取組みを行う事業者が見られた。また、業界全体でウエディングプランナーの地位向上のために国家資格化する動きもあるという。
サービススタッフについては繁忙期に派遣スタッフを活用するなど、固定費となる人件費をなるべく抑える傾向にあるが、半面、優秀な人材の不足感が否めないという。
料理人については、経験を積むと独立してしまうことが多く、その後の人材確保が困難であるという声があった。
フォトスポット作りに新たな動き
　最近の傾向として「インスタ映え」する写真をとりたいと望むカップルが増えている。憧れている芸能人の結婚式に使用されたケーキや料理をそのまま再現したいと願うカップルに対しては、イメージ写真に近い商品を提供したり、ロケーション撮影にこだわるカップルには、黒板にメッセージを書いて写真の撮影ができる撮影スポット作りなど、カップルの多様なニーズに合わせた対応を行う事業者が多く見られた。また、今後、今以上にロケーション撮影の強化を図っていきたいと答える事業者の声も聞かれた。
今後の見通し

　今後、大阪では新規の結婚式場の進出や、外資系ホテルの進出もあり、競争が激化することが予想される。ますます市場が厳しくなる中、顧客の二極化も広がっていくと考えられる。
　そのような中、市場の成長のためには、新規顧客層の開拓が必要となり各社とも、SNSなどによる広告媒体を通じたPR、自社の特徴を打ち出すなど様々な工夫を行っている。例えば、新規参入事業者は、トレンド感を出した新しく綺麗な施設を売りにし、老舗の事業者は、古き良き建物や伝統・技術を売りにしている。これまでの伝統を守りながらも若者の好むトレンドを柔軟に取り入れ、多様化する顧客ニーズに合わせた経営の重要性が高まっているが、様々な業者が活発に活動することで市場が盛り上がることが期待される。
（山田　麻由）
※前回の調査時期は、平成27年７～９月期
表１　披露宴・披露パーティーの実施会場
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ホテル

27.0 23.1 26.9 24.4

一般の結婚式場

33.4 39.5 25.9 30.4

ハウスウエディング

23.3 20.3 31.0 25.6

レストラン

8.1 6.0 8.4 6.4

ホテル・式場・会館内のレストラン

3.1 5.9 1.8 8.3

その他

5.1 5.2 6.0 4.9
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資料：株式会社リクルート『 ゼクシィ結婚トレンド調査各年度版』　単位：％

表２　結婚式場の事業所数、従業者数
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平成24年 1,395 81 5.8%50,919 2,882 5.7%

26 1,553 83 5.3%53,546 2,883 5.4%

事業所数 従業者数(人)


資料：総務省統計局『平成24年経済センサス‐活動調査』。

総務省統計局『平成26年経済センサス‐基礎調査』。

表３　結婚式場業の売上高、取扱件数の推移（全国）
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FRLITE1-3F| 48,538 — | 17,598, —
4-6F| 63,681 — | 23,888 —
7-9F| 50,912 — | 18,750, —
10-128] 78,822 — | 28,756 —
8% 1-37| 48,860 1.5 18,138 1.0
4-8A| 61,356 A 2.9 22,985 A 3.3
7-98| 47,409 A 6.1 17,679 A 4.9
10-128| 72,158 A 7.7 95,843 A 7.4
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資料：経済産業省『特定サービス動態統計調査』。
※「結婚式場業」は平成27年１月から企業調査に移行したため、平成27年12月までの前年同月比等の増減率は不詳。

表４　挙式、披露宴・披露パーティの費用総額平均および招待客人数平均
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平成25年 340.4 329.4 73.1 64.4

26年 333.7 322.7 72.2 61.7

27年 352.7 336.5 72.5 63.3

28年 359.7 337.7 71.6 64.2

29年 354.8 323.7 70.2 60.3

費用総額（万円） 招待客人数（人）


資料： 全国は株式会社リクルート『ゼクシィ結婚トレンド調査2017年度版』より作成、大阪は株式会社リクルート『ゼクシィ関西結婚トレンド調査　各年度版』よりそれぞれ作成。
業種別景気動向調査　平成29年（2017）年10～12月期
大阪産業経済リサーチセンター

